
 

 

 
 

横浜マラソン 2023 の開催結果について 

 

１ 開催概要 

開催日 令和５年 10 月 29 日（日） 

メイン会場 パシフィコ横浜 

競技種目 

フルマラソン（42.195km）、みなとみらい７km ラン、車いすチャレンジ（約 2.7 km）、 

ペアリレー（42.195km）【新規】（※１）、ファンラン（ﾌｧﾐﾘｰ）（約 2.7 km）【新規】（※２） 

ファンラン（中学生）（約 2.7 km）【新規】 

（※１）２人１組がリレー形式でフルマラソンの距離を走る種目 
（※２）小学生と保護者が一緒に走る種目 

２ 競技結果 

種  目 出走者数 完走者数 完走率 優勝記録等 

フルマラソン 16,992 人 16,001 人 94.2％ 
[男子] 2 時間 23 分 24 秒 

[女子] 2 時間 51 分 53 秒 

みなとみらい７km ラン 5,158 人 5,146 人 99.8％ 
[男子]    22 分 04 秒 

[女子]    27 分 59 秒 

車いすチャレンジ 83 人 83 人 100％ （記録計測・表彰なし） 

ペアリレー【新規】 
235 組 

（470 人） 

227 組 

（454 人） 
96.6%    （表彰なし） 

ファンラン（ﾌｧﾐﾘｰ）【新規】 
62 組 

（124 人） 

61 組 

（122 人） 
98.4% （記録計測・表彰なし） 

ファンラン（中学生）【新規】 77 人 76 人 98.7％ （記録計測・表彰なし） 

合  計 22,904 人 21,882 人 95.5％ －  

３ コース(フルマラソン・ペアリレー)  ※詳細は別紙参照 

横浜ランドマークタワー前（スタート） ～ 横浜南部市場前（折り返し） ～ 

首都高速湾岸線 ～ 臨港パーク（フィニッシュ） 

４ ボランティア参加者数 

5,445 人 

５ 沿道応援者数 

約 47.1 万人（2022 大会：約 43.0 万人） 

６ 大会における主な取組 

 （１）より多くのランナーに楽しんでもらうための施策 

    種目を新設し、幅広い世代の参加機会を設けるとともに、走力や楽しみ方に応じた選択肢を 

増やしました。また、横浜マラソンの特色である給水パフォーマンスやラッキー給食の規模を 

拡大して実施しました。 

（２）横浜マラソンによるにぎわいの創出 

横浜マラソンデジタルスタンプラリーやウェルカムサービスを実施するとともに、フィニッシ

ュ会場である臨港パークにおいて「横浜マラソンフェスタ 2023」を実施し、まちのにぎわい創出

や回遊性向上を図りました。 

 
裏面あり 

市民・にぎわいスポーツ文化・消防委員会 

令 和 ５ 年 1 2 月 1 8 日 

に ぎ わ い ス ポ ー ツ 文 化 局 



 

【当日の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（フルマラソン・ペアリレー・みなとみらい７km ラン）         （スタート号砲） 

 

 

 

              
 
 
 
 
 
 
 
 

（ファンラン（ファミリー））                 （車いすチャレンジ）   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ペアリレー中継地点）                 （ボランティア） 
  
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

（表彰式）                  （横浜マラソンフェスタ） 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

横浜マラソン 2023 コースマップ 

 

 

 

別紙 

《フルマラソン・ペアリレー》 《みなとみらい７ｋｍラン》 

《車いすチャレンジ・ファンラン》 


